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「
人
形
」
を
つ
く
る
こ
と
、
お
く
る
こ
と 
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
少
女
」
と
「
人
形
」
― 
吉
良 
智
子   
は
じ
め
に 
  
本
論
文
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
少
女
」
と
「
人
形
」
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー･
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
、
特
に
ア
ジ
ア･
太
平
洋
戦
争
期
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
「
少
女
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
近
代
に
誕
生
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
１
）
。
今
田
絵
里
香
氏
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
創
刊
の
子
ど
も
雑
誌
『
頴
才
新
誌
』
の
検
証
や
学
制
に
関
す
る
制
度
の
考
察
を
通
じ
て
、
明
治
初
期
に
は
、
女
子
も
男
子
も
同
じ
学
問
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
「
少
年
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
高
等
女
学
校
令
な
ど
に
よ
っ
て
、
男
女
別
学
化
・
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
が
進
行
し
た
結
果
、
男
子
は
知
的
能
力
に
す
ぐ
れ
、
女
子
は
そ
れ
に
劣
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
た
と
同
時
に
、「
少
年
」
か
ら
「
少
女
」
が
分
離
し
、「
少
年
」・「
少
女
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー･
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
み
出
さ
れ
た
と
分
析
し
た
（
２
）
。「
少
年
」
は
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
立
身
出
世
、
つ
ま
り
階
層
の
上
昇
移
動
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、「
少
女
」
は
階
層
の
上
昇
移
動
は
見
込
め
な
い
ば
か
り
か
、「
少
女
」
が
学
問
を
身
に
つ
け
る
目
的
は
、「
少
女
」
自
身
の
た
め
で
は
な
く
、
将
来
子
ど
も
の
教
育
を
遂
行
す
る
「
良
妻
賢
母
」
に
な
る
た
め
で
あ
っ
た
（
３
）
。 
 
近
代
に
お
い
て
誕
生
し
た
「
少
女
」
と
は
、
年
齢
的
に
は
小
学
校
入
学
か
ら
女
学
校
卒
業
ま
で
の
学
齢
期
の
女
子
、
特
に
女
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
で
「
少
女
時
代
」
を
経
験
し
、
少
女
雑
誌
を
読
む
こ
と
で
「
少
女
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
富
裕
な
都
市
部
新
中
間
層
に
属
す
る
女
子
を
指
す
（
４
）
。 
 
本
論
文
で
は
、
以
上
の
「
少
女
」
の
誕
生
や
定
義
を
前
提
に
、
ま
ず
、「
少
女
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
形
成
と
近
代
に
お
け
る
「
人
形
」
文
化
と
の
相
関
関
係
を
追
い
な
が
ら
、「
少
女
」
へ
の
激
し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
戦
時
期
に
、「
少
女
」
が
「
人
形
」
の
創
造
と
贈
答
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、「
少
女
」
の
価
値
を
保
持
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
  
一 
明
治
初
期
に
お
け
る
「
人
形
」
と
「
幼
女
」 
 
「
少
女
」
が
近
代
に
誕
生
し
た
よ
う
に
、
今
日
私
た
ち
が
認
識
し
て
い
る
「
人
形
」
と
い
う
概
念
も
ま
た
、
近
代
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
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の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他
論
文
で
論
じ
て
い
る
（
５
）
た
め
、
詳
細
は
記
さ
な
い
が
、
前
近
代
に
お
い
て
は
祭
礼
用
な
ど
の
多
様
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
「
人
形
」
が
、
近
代
化
に
よ
る
西
欧
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
の
定
着
に
従
い
、「
人
形
」
は
も
っ
ぱ
ら
女
児
の
文
化
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
欧
の
「
芸
術
／
美
術
」
概
念
の
輸
入
も
、
こ
の
流
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
つ
ま
り
、
近
代
化
に
と
も
な
い
、「
美
術
」「
美
術
工
芸
」「
工
芸
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
し
た
が
、
人
形
は
分
業
体
制
な
ど
の
制
作
工
程
が
「
近
代
的
芸
術
家
像
」
と
一
致
せ
ず
、
職
人
的
な
「
伝
統
工
芸
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
さ
れ
、「
美
術
／
芸
術
」
の
枠
組
み
か
ら
外
さ
れ
た
（
６
）
。 
 
そ
の
結
果
、「
人
形
」
は
も
っ
ぱ
ら
女
児
へ
の
教
育
的
機
能
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
明
治
期
に
始
ま
る
尋
常
小
学
校
の
教
科
書
に
は
、
良
妻
賢
母
主
義
に
基
づ
き
、
家
庭
内
で
母
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
人
形
を
使
っ
て
遊
ぶ
女
児
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富
な
図
版
と
と
も
に
繰
り
返
し
描
か
れ
た
（
７
）
【
図
１
】。
ま
た
、
山
崎
明
子
氏
は
、「
手
芸
」
の
概
念
に
関
し
て
、
明
治
期
に
制
度
化
さ
れ
る
以
前
は
広
範
囲
な
手
仕
事
を
さ
し
て
い
た
が
、
制
度
化
以
降
、
女
性
が
つ
く
る
も
の
が
「
手
芸
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
〇
年
代
か
ら
は
次
第
に
家
庭
内
装
飾
品
を
制
作
す
る
「
手
芸
」
に
変
化
し
た
こ
と
、「
手
芸
」
は
芸
術
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
「
美
術
」
や
「
工
芸
」
の
概
念
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
８
）
。
そ
し
て
、
手
芸
の
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
挿
図
【
図
２
】
を
例
に
取
り
上
げ
、
娘
に
人
形
を
与
え
る
行
為
は
、
母
親
か
ら
娘
へ
将
来
母
に
な
る
と
い
う
価
値
観
を
伝
え
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
分
析
し
て
い
る
（
９
）
。 
 
大
橋
眞
由
美
氏
は
、
幼
年
期
の
子
ど
も
の
国
民
化
を
、
幼
年
期
の
子
ど
も
向
け
絵
雑
誌
『
お
伽
絵
解 
こ
ど
も
』（
一
九
〇
四
年
創
刊
）
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。
創
刊
初
期
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
子
ど
も
観
を
表
わ
し
て
い
た
が
、
次
第
に
、
男
児
／
男
子
に
は
軍
隊
や
兵
士
を
、
女
児
／
女
子
に
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
役
割
す
な
わ
ち
母
役
割
を
想
起
さ
せ
る
表
象
―
―
子
守
り
や
人
形
遊
び
―
―
で
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
。
特
に
、
同
誌
三
巻
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
少
年
の
差
し
出
す
兵
士
人
形
を
欲
す
る
幼
女
の
図
像
（
満
州
軍
総
参
謀
長
・
児
玉
源
太
郎
が
孫
娘
貞
子
に
「
貞
ち
ゃ
ん
は
欲
し
い
か
旅
順
」
と
書
か
れ
た
軍
事
郵
便
を
下
敷
き
に
構
成
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
）
の
分
析
に
お
い
て
、
兵
士
人
形
に
象
徴
さ
れ
た
「
旅
順
」
を
欲
望
す
る
女
児
に
、
兵
士
を
育
て
る
母
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
兵
士
を
介
し
て
植
民
地
を
欲
す
る
存
在
を
読
み
解
い
て
い
る
（
１
０
）
。 
 
「
少
女
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
い
ま
だ
、
明
確
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
明
治
初
期
に
は
、
「
人
形
」
と
こ
ど
も
を
め
ぐ
る
表
象
と
し
て
は
、
学
齢
期
の
女
児
で
は
な
く
、
よ
り
年
少
の
女
児
（
幼
女
）
が
、「
人
形
」
を
与
え
ら
れ
る
も
し
く
は
遊
ぶ
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
幼
い
女
児
が
「
人
形
」
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
受
け
身
の
表
象
で
も
っ
て
、「
人
形
」
の
教
育
的
機
能
つ
ま
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
の
教
化
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
二 
「
少
女
」
の
誕
生
と
「
人
形
」 
  
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
、
中
等
普
通
教
育
に
お
け
る
男
女
別
学
・
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
高
等
女
学
校
令
を
経
て
、
女
子
は
、「
少
年
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー･
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
切
り
離
さ
れ
、「
少
女
」
が
創
出
さ
れ
た
（
１
１
）
。
こ
ど
も
向
け
雑
誌
『
頴
才
新
誌
』
で
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
「
少
女
」
と
い
う
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
出
現
し
た
（
１
２
）
。
今
田
氏
に
よ
れ
ば
、
勉
学
奨
励
に
よ
っ
て
立
身
出
世
を
求
め
ら
れ
る
「
少
年
」
と
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は
異
な
り
、「
少
女
」
が
学
問
を
す
る
目
的
は
、
階
層
の
上
昇
移
動
で
は
な
く
、
将
来
の
母
役
割
の
遂
行
の
た
め
だ
と
い
う
。
ま
た
、「
少
女
」
は
す
べ
て
の
女
子
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
西
欧
文
化
を
家
庭
の
基
盤
と
し
た
富
裕
な
階
層
の
女
子
つ
ま
り
、
都
市
新
中
間
層
に
属
す
る
女
子
に
限
ら
れ
た
と
い
う
。
彼
女
た
ち
は
、
新
興
の
少
女
向
け
雑
誌
を
愛
読
し
、
女
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
で
、「
少
女
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る
ま
い
を
身
に
つ
け
た
（
１
３
）
。 
 
今
田
氏
は
、『
少
女
の
友
』（
一
九
〇
八
年
創
刊
）
な
ど
の
当
時
の
少
女
雑
誌
の
記
事
や
グ
ラ
ビ
ア
・
表
紙
絵
の
分
析
か
ら
、
少
女
が
め
ざ
す
べ
き
理
想
像
・
成
功
像
と
し
て
、
芸
術
家
（
画
家
、
音
楽
家
、
作
家
な
ど
）
や
ス
タ
ー
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
が
少
女
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
達
成
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
少
女
向
け
教
育
主
義
を
「
芸
術
主
義
」
と
名
づ
け
て
い
る
（
１
４
）
。
さ
ら
に
こ
の
「
芸
術
主
義
」
と
い
う
装
置
の
特
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
芸
術
家
を
目
指
す
こ
と
で
少
女
に
「
女
ら
し
さ
」
と
都
市
新
中
間
層
文
化
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。 
 
『
少
女
の
友
』
は
、
一
九
〇
八
年
の
創
刊
か
ら
戦
後
の
一
九
五
五
年
ま
で
、
戦
時
期
を
は
さ
む
長
期
に
渡
っ
て
発
行
さ
れ
た
代
表
的
な
少
女
向
け
雑
誌
で
あ
る
。
正
確
な
発
行
部
数
記
録
は
な
い
が
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は
四
万
部
強
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
は
八
万
五
千
部
の
発
行
部
数
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
１
５
）
。 
こ
の
雑
誌
が
成
功
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
中
原
淳
一
（
一
九
一
三
―
一
九
八
三
）
の
起
用
が
あ
る
。
一
九
三
二
年
松
屋
銀
座
で
「
創
作
人
形
展
」
を
開
催
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
編
集
主
筆
の
内
山
基
が
『
少
女
の
友
』
の
専
属
挿
絵
画
家
と
し
て
中
原
を
迎
え
た
。
中
原
の
描
く
モ
ダ
ン
で
夢
見
る
よ
う
に
瞳
の
大
き
い
少
女
像
は
、
多
数
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
を
生
ん
だ
。
中
原
は
表
紙
絵
を
手
が
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
少
女
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
生
活
ス
タ
イ
ル
も
提
案
し
た
。 
中
原
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
、
同
誌
の
付
録
作
家
と
し
て
も
活
動
し
た
。
中
原
の
付
録
で
画
期
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
少
女
雑
誌
に
は
な
か
っ
た
一
般
的
に
「
お
人
形
帖
」
と
呼
ば
れ
る
人
形
の
作
り
方
を
掲
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
帖
を
制
作
し
た
こ
と
に
あ
る
。
詳
細
な
制
作
方
法
を
は
じ
め
、
人
形
の
完
成
写
真
、
中
原
の
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
、
人
形
を
つ
く
る
少
女
に
あ
て
た
中
原
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
盛
り
込
ま
れ
た
【
図
３
】。『
少
女
の
友
』
で
は
、
表
紙
絵
や
グ
ラ
ビ
ア
、
記
事
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
「
創
作
す
る
こ
と
」
を
奨
励
さ
れ
る
こ
と
で
、「
芸
術
主
義
」
へ
の
少
女
た
ち
の
欲
望
を
、
吸
収
・
昇
華
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
「
芸
術
家
」
に
な
る
こ
と
は
、
多
く
の
少
女
た
ち
に
と
っ
て
か
な
え
ら
れ
な
い
夢
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
山
崎
明
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
手
芸
」
の
目
的
の
ひ
と
つ
を
「
婦
徳
の
涵
養
」
に
あ
る
と
し
、「
手
芸
」
を
行
な
う
こ
と
で
、「
女
性
ら
し
さ
」
の
証
明
が
な
さ
れ
る
（
１
６
）
。
つ
ま
り
、
「
少
女
」
が
人
形
を
制
作
す
る
こ
と
の
有
効
性
は
、「
少
女
」
が
「
少
女
」
で
あ
る
証
に
な
る
こ
と
に
も
あ
る
。 
 
特
に
、「
刺
繍
」
や
「
造
花
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
ジ
ャ
ン
ル
の
存
在
す
る
「
手
芸
」
に
お
い
て
お
そ
ら
く
「
人
形
」
は
、
最
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
谷
崎
潤
一
郎
に
よ
る
『
細
雪
』（
一
九
四
二
―
一
九
四
八
）
に
は
、「
人
形
作
り
」
を
行
な
う
女
性
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。『
細
雪
』
は
、
大
阪
船
場
の
大
商
家
で
あ
る
蒔
岡
家
の
四
姉
妹
―
―
「
婿
取
り
」
を
し
て
本
家
を
継
い
だ
長
女
「
鶴
子
」、
同
じ
く
「
婿
取
り
」
を
し
て
分
家
し
今
は
夫
・
娘
と
と
も
に
芦
屋
に
住
む
次
女
「
幸
子
」、
未
婚
の
三
女
「
雪
子
」
と
四
女
「
妙
子
」
―
―
を
中
心
に
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
を
描
い
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
自
由
奔
放
な
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
し
て
描
写
さ
れ
る
妙
子
は
、
一
方
で
人
形
制
作
を
行
な
い
、
個
展
や
私
塾
を
開
く
な
ど
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
と
し
て
も
表
現
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
労
働
者
階
級
の
男
性
と
の
恋
愛
を
境
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
か
ら
の
「
転
落
」
の
結
果
と
し
て
、
妙
子
は
人
形
制
作
を
や
め
て
、
洋
裁
で
身
を
立
て
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
形
」
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
女
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
（
１
７
）
。 
 
「
人
形
」
は
、「
少
女
」
の
誕
生
以
前
は
、
所
持
す
る
こ
と
に
よ
る
教
育
的
効
果
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、「
少
女
」
の
誕
生
以
降
は
、「
制
作
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
、「
成
功
」
へ
の
欲
望
を
吸
い
上
げ
る
機
能
と
と
も
に
、「
少
女
」
が
「
少
女
」
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
な
る
と
い
う
新
た
な
意
味
づ
け
が
追
加
さ
れ
た
と
い
え
る
（
１
８
）
。 
  
三 
戦
時
期
の
「
少
女
」
と
「
人
形
」 
 
 
一
九
三
〇
年
代
後
半
、
と
り
わ
け
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
を
境
に
、
多
く
の
少
女
雑
誌
に
も
労
働
す
る
少
女
や
戦
闘
に
備
え
る
少
女
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
描
か
れ
た
少
女
は
、
お
し
な
べ
て
丸
々
と
し
た
頬
を
持
っ
た
ふ
く
よ
か
な
体
つ
き
に
日
焼
け
し
た
肌
を
持
つ
よ
う
に
な
る
（
１
９
）
。
強
い
身
体
を
持
っ
た
健
康
な
少
女
が
称
揚
さ
れ
た
。 
 
今
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
最
も
大
き
な
事
件
は
中
原
淳
一
の
描
く
少
女
が
「
不
健
康
」
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
内
務
省
か
ら
婉
曲
的
な
掲
載
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
、『
少
女
の
友
』
か
ら
中
原
が
追
放
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。『
少
女
の
友
』
一
九
四
〇
年
七
月
号
で
、
内
山
に
よ
る
事
情
説
明
と
と
も
に
以
降
中
原
の
イ
ラ
ス
ト
は
消
え
た
。
読
者
か
ら
の
拒
絶
反
応
は
す
さ
ま
じ
く
、
抗
議
の
手
紙
や
購
買
拒
否
な
ど
の
行
動
を
示
し
た
者
も
い
た
（
２
０
）
。
新
た
に
提
示
さ
れ
た
健
康
的
な
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
当
時
の
婦
人
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
表
紙
絵
や
挿
絵
が
、
基
本
的
に
や
や
肥
満
し
た
健
康
的
な
身
体
を
持
つ
婦
人
像
で
あ
っ
た
よ
う
に
（
２
１
）
、
将
来
兵
士
を
生
み
育
て
る
身
体
と
し
て
の
少
女
に
ふ
さ
わ
し
い
表
象
だ
っ
た
。 
こ
れ
ま
で
の
好
ま
し
い
「
少
女
ら
し
さ
」
あ
る
い
は
「
少
女
そ
の
も
の
」
は
一
転
し
て
、
社
会
的
な
バ
ッ
シ
ン
グ
の
対
象
と
な
っ
た
。
特
に
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
と
し
て
価
値
付
け
さ
れ
た
少
女
が
守
る
べ
き
清
純
主
義
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
に
反
転
さ
れ
た
（
２
２
）
。
反
対
に
新
た
に
称
揚
さ
れ
た
の
は
「
日
本
の
少
女
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
た
、
総
力
戦
体
制
下
に
ふ
さ
わ
し
い
新
知
識
を
備
え
た
健
康
的
な
少
女
で
あ
っ
た
（
２
３
）
。
こ
の
変
容
に
よ
っ
て
、
少
女
た
ち
は
、「
少
女
」
の
価
値
の
下
落
を
ふ
せ
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
２
４
）
。 
 
「
少
女
」
の
価
値
の
下
落
へ
の
抵
抗
は
、「
少
女
」
に
対
す
る
意
味
づ
け
の
転
換
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
行
動
と
し
て
も
示
さ
れ
た
。
ま
だ
中
原
が
追
放
さ
れ
る
前
、
中
原
考
案
・
制
作
の
「
皇
軍
慰
問
お
人
形
帖
」（
一
九
三
八
年
八
月
号
附
録
）
を
は
じ
め
、「
慰
問
人
形
の
た
め
に 
一
輯
」
か
ら
「
慰
問
人
形
の
た
め
に 
六
輯
」（
一
九
三
九
年
四
月
号
附
録
）【
図
４
―
６
】
な
ど
、
少
女
手
作
り
の
人
形
を
戦
地
の
兵
士
へ
贈
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。「
慰
問
人
形
の
た
め
に 
六
輯
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
形
帖
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
形
の
完
成
写
真
、（
松
本
か
つ
ぢ
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ク
ル
ミ
ち
や
ん
」「
船
頭
さ
ん
の
子
」）
詳
細
な
制
作
方
法
、
そ
し
て
中
原
の
少
女
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
以
下
一
部
引
用
す
る
。 
  
 
 
少
女
の
友
で
お
な
じ
み
の
、
二
人
の
可
愛
い
お
茶
目
さ
ん
を
、
慰
問
人
形
に
こ
し
ら
へ
て
、
遠
い
戦
地
で
、
私
達
の
為
に
日
夜
戦
つ
て
ゐ
て
下
さ
る
兵
隊
さ
ん
を
お
な
ぐ
さ
め
す
る
お
使
ひ
と
し
て
送
り
ま
せ
う
。 
 
 
 
（
中
略
） 
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着
物
を
着
た
ク
ル
ミ
ち
や
ん
は
、
き
つ
と
皆
様
に
は
珍
し
い
で
せ
う
。
い
つ
も
モ
ダ
ン
な
洋
服
を
着
て
ゐ
る
く
る
み
ち
や
ん
で
す
が
、
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
に
は
、
女
の
子
ら
し
い
や
さ
し
い
姿
が
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
の
で
、
特
に
和
服
を
着
せ
ま
し
た
。 
 
 
 
男
の
子
の
か
つ
ち
や
ん
の
い
さ
ま
し
い
半
纏
姿
も
、
日
本
風
俗
の
一
つ
と
し
て
、
兵
隊
さ
ん
に
は
な
つ
か
し
い
で
せ
う
。
半
纏
姿
の
衿
の
片
方
に
は
「
武
運
長
久
」
の
文
字
を
ぬ
ひ
と
り
、
も
う
片
方
に
は
、
こ
の
お
人
形
を
御
贈
り
す
る
相
手
の
方
の
お
名
前
を
い
れ
て
さ
し
あ
げ
ま
せ
う
。
受
け
取
つ
た
兵
隊
さ
ん
は
、
ど
ん
な
に
か
お
喜
び
に
な
る
で
せ
う
。
宛
名
の
分
か
ら
な
い
、
慰
問
袋
等
へ
入
れ
る
お
人
形
で
し
た
ら
、
お
作
り
に
な
つ
た
貴
女
の
名
ま
へ
を
ぬ
い
と
つ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
か
つ
ち
や
ん
の
背
中
に
大
き
く
縫
ひ
印
し
た
「
力
」
が
、
き
つ
と
千
人
針
の
お
役
目
を
し
て
、
兵
隊
さ
ん
の
大
事
な
マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
る
で
せ
う
。 
 
 
 
た
と
へ
下
手
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
か
ら
、
一
生
懸
命
心
を
こ
め
て
作
り
ま
せ
う
。
兵
隊
さ
ん
に
差
上
げ
る
の
で
す
か
ら
、
す
み
ず
み
迄
心
を
く
ば
つ
て
縫
ひ
、
下
着
も
ち
や
ん
と
キ
レ
イ
に
着
せ
ま
せ
う
。 
 
 
 
こ
の
春
の
お
休
み
の
お
仕
事
と
し
て
、
皆
さ
ま
お
一
人
残
ら
ず
が
、
こ
の
慰
問
人
形
を
拵
へ
て
、
御
出
征
中
の
お
父
様
、
お
兄
様
、
叔
父
様
、
そ
し
て
沢
山
の
兵
隊
さ
ん
達
を
お
喜
ば
せ
し
て
下
さ
い
ま
せ
。 
  
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
制
作
の
奨
励
の
み
で
は
な
く
、
兵
士
へ
贈
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
「
人
形
」
の
制
作
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
慰
問
人
形
の
制
作
は
、『
少
女
の
友
』
だ
け
で
は
な
く
、『
少
女
倶
楽
部
』
な
ど
他
の
少
女
雑
誌
で
も
奨
励
さ
れ
て
い
た
（
２
５
）
。
こ
う
し
た
慰
問
人
形
の
制
作
に
は
ふ
た
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
ひ
と
つ
は
、
慰
問
人
形
の
制
作
は
少
女
に
の
み
推
奨
さ
れ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
少
女
が
組
織
的
に
動
員
さ
れ
る
一
方
で
、
制
作
さ
れ
た
人
形
は
少
女
個
人
の
名
で
贈
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
慰
問
人
形
制
作
の
勧
め
は
、
少
年
に
は
奨
励
さ
れ
ず
、
主
に
少
女
雑
誌
や
女
学
校
な
ど
の
団
体
組
織
の
指
導
の
も
と
、
少
女
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
。
少
女
は
中
原
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
戦
地
の
男
性
親
族
に
向
け
て
贈
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
人
形
を
制
作
し
た
少
女
個
人
の
名
で
も
っ
て
贈
ら
れ
る
。 
 
受
け
手
で
あ
る
兵
士
は
、
た
と
え
組
織
的
に
贈
ら
れ
た
人
形
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
女
個
人
の
名
前
で
贈
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
形
＝
少
女
個
人
の
身
体
そ
の
も
の
と
受
け
止
め
る
可
能
性
が
高
い
。「
か
つ
ち
や
ん
」
は
少
年
の
姿
を
し
た
人
形
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
人
形
は
「
少
女
」
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
が
大
人
の
女
性
で
は
な
く
、「
少
女
」
の
身
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
っ
そ
う
無
力
な
守
る
べ
き
存
在
と
し
て
の
「
少
女
」
が
、
兵
士
の
戦
う
理
由
を
強
化
す
る
（
２
６
）
。 
 
ま
た
人
形
を
制
作
し
贈
る
少
女
は
、
近
代
の
「
手
芸
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
兵
士
の
た
め
の
「
無
償
の
愛
の
行
為
」
と
し
て
、
た
と
え
「
下
手
」
で
も
「
一
生
懸
命
心
を
こ
め
て
」
手
作
り
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
人
形
を
「
つ
く
る
」
こ
と
と
「
お
く
る
」
こ
と
は
、
戦
時
に
お
い
て
、「
少
女
」
を
「
少
女
」
た
ら
し
め
る
究
極
の
行
為
だ
っ
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
お
わ
り
に 
 
「
人
形
」
は
、
明
治
初
期
に
は
、
幼
女
が
求
め
、
他
者
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。「
少
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女
」
の
誕
生
以
降
、「
人
形
」
は
「
少
女
」
が
そ
の
価
値
を
保
つ
た
め
に
、
制
作
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
戦
時
期
に
お
け
る
「
少
女
」
は
、「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
と
い
う
言
葉
で
、
苛
烈
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
経
験
し
、
新
し
く
創
造
さ
れ
た
健
康
的
で
科
学
的
な
「
日
本
の
少
女
」
へ
と
展
開
し
た
。 
戦
争
を
遂
行
す
る
と
い
う
現
実
面
と
し
て
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
な
少
女
の
価
値
は
有
効
で
は
な
い
。
し
か
し
、
戦
争
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（「
戦
う
男
」
と
「
無
力
な
女
」）
の
維
持
と
い
う
建
前
に
お
い
て
は
、
人
形
を
「
つ
く
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
お
く
る
」
と
い
う
行
為
、
つ
ま
り
現
実
的
な
戦
時
労
働
に
励
む
「
日
本
の
少
女
」
で
は
な
く
、
従
来
の
「
少
女
」
の
価
値
を
む
し
ろ
強
化
す
る
こ
と
を
通
じ
、
戦
時
文
化
の
一
翼
に
連
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
少
女
」
の
価
値
の
下
落
を
防
ぎ
、
保
持
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
「
少
女
」
が
「
日
本
の
少
女
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
戦
争
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
ど
ち
ら
も
そ
の
場
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
、
共
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
    
註 
（
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）
今
田
絵
里
香
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、
二
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代
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に
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る
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」
規
範
の
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成
』
新
泉
社
、
二
〇 
〇
七
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ど
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（
２
）
今
田
前
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五
一
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。 
（
３
）
今
田
前
掲
書
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五
四
頁
。 
（
４
）
今
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前
掲
書
、
五
頁
。 
（
５
）
吉
良
智
子 
研
究
ノ
ー
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「
人
形
芸
術
運
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と
女
性
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形
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葉
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文
化
科
学
研
究
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研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
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七
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争
と
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〇
〇
六
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人
形
制
作
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究
代
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桑
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ど
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平
成
一
七
―
一
八
年
度 
科
学
研
究
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研
究(
Ｂ) 
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長
制
世
界
シ 
ス
テ
ム
に
お
け
る
戦
時
の
女
性
の
差
別
の
構
造
的
研
究 
研
究
成
果
報
告
書
』
二 
〇
〇
七
年
三
月
な
ど
。 
（
６
）
吉
良
智
子
「
研
究
ノ
ー
ト 
近
代
日
本
に
お
け
る
『
人
形
』
の
再
編
成
と
ジ
ェ
ン
ダ 
ー
―
―
『
フ
ラ
ン
ス
人
形
』
を
中
心
に
―
―
」『
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ 
 
 
 
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
二
七
九
集 
歴
史
＝
表
象
の
現
在
』
二
〇
一
四
年
二
月
。 
（
７
）
増
淵
宗
一
『
少
女
人
形
論 
禁
断
の
百
年
王
国
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、
二
二
― 
二
八
頁
。 
（
８
）
山
崎
明
子
『
近
代
日
本
の
「
手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。 
（
９
）
山
崎
前
掲
書
、
二
一
二
―
二
一
三
頁
。 
（
１０
）
大
橋
眞
由
美
「
絵
雑
誌
の
出
現
と
子
ど
も
の
国
民
化
―
―
『
お
伽
絵
解 
こ
ど
も
』（
一 
九
〇
四
創
刊
）
を
事
例
と
し
て
―
―
」『
女
性
学
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。 
（
１１
）
今
田
前
掲
書
、
五
三
頁
。 
（
１２
）
今
田
前
掲
書
、
五
三
頁
。 
（
１３
）
今
田
前
掲
書
、
五
四
頁
。 
（
１４
）
今
田
前
掲
書
、
一
三
〇
頁
。 
（
１５
）
今
田
前
掲
書
、
一
五
頁
。 
（
１６
）
山
崎
前
掲
書
、
二
七
七
頁
。 
―157― 
 
（
１７
）
吉
良
智
子
「
研
究
ノ
ー
ト 
近
代
日
本
に
お
け
る
『
人
形
』
の
再
編
成
と
ジ
ェ
ン 
ダ
ー
―
―
『
フ
ラ
ン
ス
人
形
』
を
中
心
に
―
―
」『
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ 
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
二
七
九
集 
歴
史
＝
表
象
の
現
在
』
二
〇
一
四
年
二
月
。 
（
１８
）
も
ち
ろ
ん
、「
人
形
」
を
所
持
す
る
こ
と
に
も
、「
少
女
」
を
証
明
す
る
機
能
が
備 
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
若
松
賤
子
や
菊
池
寛
ら
に
よ
っ
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
Ｆ
．
Ｅ
．
バ
ー
ネ
ッ
ト
著
『
小
公
女
』（
原
題
：A
 L
ittle P
rin
cess
、
一
九
〇
五
年
）
の
主
人
公
セ
ー
ラ
・
ク
ル
ー
は
、
実
業
家
の
父
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
、
女
子
寄
宿
舎
学
校
で
学
ん
で
い
る
が
、
父
の
訃
報
の
知
ら
せ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
生
活
か
ら
小
間
使
い
に
身
を
落
と
す
。
セ
ー
ラ
の
す
べ
て
の
持
ち
物
が
学
院
長
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
な
か
、
父
か
ら
贈
ら
れ
た
人
形
だ
け
は
死
守
す
る
。
後
に
父
の
莫
大
な
財
産
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
父
の
知
人
に
引
き
取
ら
れ
て
地
位
を
回
復
す
る
。
人
形
が
セ
ー
ラ
の
手
元
に
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
セ
ー
ラ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
「
少
女
」
と
し
て
復
帰
を
果
た
す
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。 
（
１９
）
今
田
前
掲
書
、
七
八
頁
。 
（
２０
）
今
田
前
掲
書
、
七
九
頁
。 
（
２１
）
若
桑
み
ど
り
『
戦
争
が
つ
く
る
女
性
像
―
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
日
本
女
性
動
員 
の
視
覚
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
。 
（
２２
）
今
田
前
掲
書
、
一
七
〇
頁
。 
（
２３
）
今
田
前
掲
書
、
一
七
九
頁
。 
（
２４
）
今
田
前
掲
書
、
二
三
〇
頁
。 
（
２５
）
増
田
の
ぞ
み
「
少
女
雑
誌
と
〈
戦
争
〉」「
日
本
マ
ン
ガ
学
会
」
第
五
回
大
会
口
頭 
発
表
、
二
〇
〇
五
年
六
月
。 
（
２６
）
山
崎
明
子
氏
は
、
戦
艦
「
大
和
」
に
置
か
れ
た
千
人
針
を
縫
う
人
形
「
龍
子
ち
ゃ
ん
」 
の
分
析
を
通
じ
て
、
祈
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
無
力
な
女
性
像
が
兵
士
の
戦
う
理
由
を
強
化
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
（「
研
究
ノ
ー
ト 
表
彰
と
し
て
の
「
千
人
針
」
―
―「
千
人
針
」の
表
象
分
析
の
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
論
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
」
研
究
代
表
者
若
桑
み
ど
り
『
平
成
一
七
―
一
八
年
度 
科
学
研
究
費
基
盤
研
究(
Ｂ) 
家
父
長
制
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
戦
時
の
女
性
の
差
別
の
構
造
的
研
究 
研
究
成
果
報
告
書
』
二
〇
〇
七
年
三
月
）。 
 
〔
図
版
一
覧
〕 
【
図
１
】（
人
形
で
遊
ぶ
少
女
／
人
形
の
着
物
の
縫
い
方
を
母
親
か
ら
教
わ
る
少
女
）
『
尋
常
小
学
読
書
教
本
』
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
（
増
淵
宗
一
『
少
女
人
形
論 
禁
断
の
百
年
王
国
』[
講
談
社
、
一
九
九
五
年]
よ
り
転
載
） 
【
図
２
】
（
裁
縫
を
す
る
女
性
と
人
形
を
作
る
も
し
く
は
着
せ
替
え
を
し
て
い
る
幼
女
）
橒
渓
道
人
編
『
裁
縫
と
手
芸
』
家
庭
全
書
第
五
篇
、
一
八
九
九
年
（
山
崎
明
子
『
近
代
日
本
の
「
手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
転
載
） 
【
図
３
】
中
原
淳
一
「
お
人
形
帖 
そ
の
四
」『
少
女
の
友
』
一
九
三
六
年
八
月
号
附
録 
【
図
４
―
６
】
中
原
淳
一
「
慰
問
人
形
の
た
め
に 
六
輯
」『
少
女
の
友
』
一
九
三
九
年
四
月
号
附
録 
〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
五
―
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）「
近
代
日
本
に
お
け
る
人
形
創
作
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
課
題
番
号
・2
5
76
0
0
12
、
研
究
代
表
者
・
吉
良
智
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
特
別
研
究
員
） 
